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5月13日、竹野小学校の2年生6人が地元農家の山田
元さん（高岡）の田んぼを訪れ、田植えを体験。児童た
ちは、山田さんの指導のもと、ぬかるんだ足元を気に
しながら、手植えでの田植え作業を行いました。（関連
記事を14ページに掲載）

瑞穂地区の保育拠点施設

瑞穂地区保育所の新築工事が始まる

農業生産基盤の充実に向けて

竹野地区のほ場整備が完成

Dr’s Message いきいき健康術

ホッケーを通じて広がる交流の輪
―ホッケーフェスティバル

地域ブランド「アユ」を知る機会
―稚アユ放流体験

地域に開かれた身近な施設を目指して
―タケノコ掘り体験

楽しみながら交流を図るスポーツイベント
―障害者ふれあい広場

手植えでの田植え作業を体験
―竹野小学校が田植え体験

良好な黒豆栽培を目指して
―排水対策実演会

緑豊かな自然の中で旬の山菜料理を満喫
―質志鐘乳洞公園春祭り

四季折々の山野草で季節を感じて
―春・山野草の森祭り

来園者と共に開園40周年を祝う
―ちびっこまつり

由良川を彩る色鮮やかなこいのぼり
―「大空の会」が100体のこいのぼりを設置

今月の表紙
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はじめ

やま  だ

下水道特集

ど
と
、そ
の
ほ
か
の
省
庁
が
所
管
す
る

「
下
水
道
以
外
の
処
理
施
設
」が
あ
り
、

地
域
の
特
性
や
現
状
に
応
じ
て
、効
率

の
よ
い
方
法
で
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、本
町
で
は
、下
水
道
を
整
備
す

る
際
に
次
の
事
業
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

け
ん  

ち
ょ

下
水
道
の
役
割

下
水
道
は
、家
庭
か
ら
の
生
活
排
水

や
工
場
な
ど
か
ら
の
産
業
排
水（
以
下

「
下
水
」）を
河
川
な
ど
へ
直
接
流
さ
ず

に
、処
理
施
設
に
よ
っ
て
、き
れ
い
な
水

に
浄
化
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

普
及
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、都
市
へ
の

人
口
集
中
に
よ
り
生
活
排
水
の
処
理
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
、産
業
の
急
速
な

発
展
に
伴
い
産
業
排
水
が
河
川
な
ど
に

及
ぼ
す
影
響
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、都
市
部
を
中
心
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
や
環
境
保
全
意
識
の

向
上
、循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、全
国
的
に

施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　下
水
道
の
種
類

下
水
道
整
備
は
、住
宅
な
ど
が
密
集

し
た
地
域
を
対
象
に
排
水
管
で
下
水
を

集
め
て
浄
化
す
る「
集
合
処
理
施
設
」

と
、住
宅
が
点
在
す
る
地
域
を
対
象
に

各
家
庭
で
個
別
に
合
併
処
理
浄
化
槽

（
以
下「
浄
化
槽
」）を
設
置
す
る「
個
別

処
理
施
設
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。（「
図

１
」参
照
）

下
水
道
の
種
類
と
し
て
は
、国
土
交

通
省
が
所
管
す
る「
公
共
下
水
道
」な

下
水
道

事業所

工場 家庭の汚水

雨水除害施設

事業所の汚水

沈砂池 ポンプ室
最終沈殿池

減菌池

浄化槽

オキシデーションディッチ（例）

終末処理場

（例）嫌気ろ床接触ばっ気方式

嫌
気
ろ
床
槽

嫌
気
ろ
床
槽

接
触
ば
っ
気
槽

沈
殿
槽

消
毒
槽

ブロア

洗濯機 トイレ 風呂

トイレ

台所

洗面所

［図1］下水道整備のイメージ

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る「
下
水
道（
下
水
処
理
施
設
含
む
）」。今
回
は
、下
水

道
の
仕
組
み
や
役
割
、普
及
状
況
な
ど
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

特集

【
集
合
処
理
施
設
】

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

﹇
国
土
交
通
省
所
管
﹈

市
街
化
区
域
以
外
の
区
域
で
行
う
公

共
下
水
道
整
備
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

﹇
農
林
水
産
省
所
管
﹈

農
業
振
興
地
域
内
の
農
業
集
落
に
お

け
る
下
水
処
理
を
目
的
と
し
た
施
設

整
備
。

■
林
業
集
落
排
水
事
業

﹇
農
林
水
産
省
所
管
﹈

林
業
地
域
に
お
け
る
下
水
処
理
を
目

的
と
し
た
施
設
整
備
。

■
簡
易
排
水
事
業﹇

農
林
水
産
省
所
管
﹈

山
村
振
興
地
域
な
ど
に
お
け
る
下
水

処
理
を
目
的
と
し
た
施
設
整
備
。

【
個
別
処
理
施
設
】

■
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

﹇
環
境
省
﹈

補
助
を
受
け
て
個
人
が
個
別
に
設
置

す
る
浄
化
槽
設
備
。

■
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

﹇
環
境
省
・
総
務
省
﹈

市
町
村
が
公
営
事
業
と
し
て
設
置

し
、維
持
管
理
す
る
浄
化
槽
設
備
。

※
個
別
処
理
施
設
は
、集
合
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
区
域
が
対
象
で
す
。 
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下
水
道
の
普
及
状
況

　

本
町
で
は
、地
区
の
現
状
に
応
じ
た

効
率
的
な
施
設
整
備
を
目
指
し
て
、平

成
十
七
年
に「
京
丹
波
町
生
活
排
水
処

理
計
画
」を
策
定
。計
画
で
は
、町
内
を

「
集
合
処
理
区
域
」と「
浄
化
槽
処
理
区

域
」に
地
域
区
分
し
、下
水
道
の
全
町

普
及
に
向
け
た
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。　

　

集
合
処
理
区
域
に
お
け
る
整
備
状

況
は
、昭
和
六
十
一
年
の
須
知
地
区
を

始
め
と
し
て
、農
業
集
落
排
水
施
設
を

十
六
箇
所
、林
業
集
落
排
水
施
設
を
二

箇
所
、簡
易
排
水
施
設
を
一
箇
所
、特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
を
四
箇
所

整
備
し
、計
画
に
基
づ
く
施
設
整
備
は

完
了
。し
か
し
、整
備
区
域
内
全
体
の

計
画
戸
数
が
四
、五
二
九
戸
に
対
し
、

使
用
戸
数
が
三
、五
八
三
戸（
二
十
二

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
目
指
し
て
、本
町
が
進
め
て
い
る

下
水
道
の
全
町
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

下水道特集

下
水
道
の

全
町
普
及
に
向
け
て

年
三
月
末
現
在
）の
た
め
、計
画
上
で
は

九
四
六
戸
が
未
接
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
表
１
」お
よ
び「
図
２
」参
照
）

　

浄
化
槽
処
理
区
域
に
お
い
て
は
、設

置
対
象
基
数
一
、九
四
一
基
に
対
し
、設

置
基
数
が
一
、二
二
七
基（
二
十
二
年
三

月
末
）の
た
め
、普
及
率
六
三
・
二
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

水
洗
化
普
及
率
と

水
洗
化
率

　

下
水
道
の
普
及
状
況
を
示
す
の
が

「
水
洗
化
普
及
率
」と「
水
洗
化
率
」。水

洗
化
普
及
率
は
総
人
口
に
対
す
る
下
水

道
整
備
に
よ
り
供
用
可
能
な
人
口
の
割

合
で
、水
洗
化
率
は
供
用
可
能
な
人
口

の
う
ち
実
際
に
供
用
を
開
始
し
た
人
口

の
割
合
を
示
し
ま
す
。

　

本
町
の
現
状
は
、集
合
処
理
区
域
に

25

11 質美

15 下粟野

19 上乙見

18 仏主

23 瑞穂

22 下山

12 梅田

13 本庄

14 市場・篠原

16 升谷

21 水戸

6 市森

9 谷・安井

2 蒲生

8 曽根

20 上豊田・豊田

3 富田

4 下蒲生

17 上粟野

1 須知

5 実勢

7 竹野

10 下大久保

［表1］下水道処理施設の設置状況

水洗化普及率の施設ごとの比較

供用開始 供用開始 計画戸数 使用戸数
年 月 日 区域面積      (戸）     （戸）

1 須　　知 Ｓ61.11. 9 28.8ha 226 200
2 蒲　　生 Ｓ63. 3.25 37.7ha 123 123
3 富　　田 Ｈ 4. 9. 1 30.3ha 162 156
4 下 蒲 生 Ｈ 5. 9. 1 20.0ha 150 144
5 実　　勢 Ｈ 8. 4. 1 14.0ha 102 93
6 市　　森 Ｈ 6. 9. 1 5.0ha 41 37
7 竹　　野 Ｈ 8.10.20 16.6ha 168 165
8 曽　　根 Ｈ10. 8. 1 5.6ha 43 43
9 谷・安井 Ｈ 9. 3. 1 8.0ha 69 49
10 下大久保 Ｈ 7. 4. 1 12.0ha 81 72
11 質　　美 Ｈ12. 4. 1 32.0ha 204 189
12 梅　　田 Ｈ14.10. 1 30.0ha 205 174
13 本庄 Ｈ 4.12. 1 42.0ha 282 214
14 市場・篠原 Ｈ12.12. 1 2.6ha 36 26
15 下粟野 Ｈ14. 3. 1 7.0ha 26 23
16 升谷 Ｈ15. 4. 1 15.8ha 74 53

307.4ha 1,992 1,761

17 上粟野 Ｈ11. 4. 1 7.0ha 19 17
18 仏主 Ｈ12. 4. 1 11.0ha 19 16

18.0ha 38 33

19 上乙見 Ｈ 9. 4. 1 5.0ha 19 24
5.0ha 19 24

20 上豊田･豊田 Ｈ 4. 7. 1 49.5ha 510 308
21 水　　戸 Ｈ 5. 8. 1 28.8ha 170 136
22 下　　山 Ｈ12. 5. 1 49.0ha 1,000 716
23 瑞　　穂 Ｈ 9. 4. 1 120.0ha 800 605

247.3ha 2,480 1,765
577.7ha 4,529 3,583合　　計

■集合処理施設

■個別処理施設

農業集落排水施設（16地区）

林業集落排水施設（2地区）

簡易排水施設（1地区）

特定環境保全公共下水道

小　　　計

小　　　計

小　　　計

小　　　計

地　　区
（処理区）

平成22年3月末現在

※「町譲渡」は、個人が設置した後に町へ譲渡された基数です。

町設置 町譲渡 私設管理 合　計
218 848 161 1,227

浄化槽設置 浄化槽設置基数（基）
対象基数
1,941

［図2］ 生活排水処理計画
 　における区域図

　

な
お
、水
洗
化
普
及
率
を
施
設
ご
と

に
見
る
と
、公
共
下
水
道
が
三
一・
一
％
、

農
業
集
落
排
水
施
設
が
三
一・
六
％
、林

業
集
落
排
水
施
設
が
〇
・
三
％
、簡
易

排
水
施
設
が
〇
・
三
％
、浄
化
槽
が
二

八
・
四
％
と
な
り
ま
す
。

水
洗
化
普
及
率
の
状
況

　

府
内
の
水
洗
化
普
及
率
を
見
る
と
、

向
日
市
が
一
〇
〇
％
、大
山
崎
町
が
九

九
・
九
％
、京
都
市
と
八
幡
市
が
九
九
・

七
％
と
続
き
、府
内
平
均
は
九
四
・
八
％
。

近
隣
市
町
で
は
、南
丹
市
が
九
九
・一
％
、

亀
岡
市
が
八
八
・
八
％
、綾
部
市
が
五

九
・
三
％
と
な
り
、本
町
の
水
洗
化
普
及

率
が
決
し
て
高
く
な
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
は
、浄
化
槽
設
置
事
業

に
よ
る
下
水
道
整
備
を
重
点
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、水
洗
化
率
一
〇
〇
％
を

目
指
し
て
集
合
処
理
区
域
内
で
未
接
続

の
方
に
対
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

施設の点検を行う職員（瑞穂浄化センター・橋爪）

浄化槽
28.4%

公共下水道
31.1%

農業集落
排水施設
31.6%

未整備
8.3%

林業集落排水施設
0.3%

簡易排水施設
0.3%

升谷処理施設（升谷）

下山浄化センター（下山）

瑞穂浄化センター（橋爪）

＊
1

お
け
る
施
設
整
備
が
完
了
し
、浄
化
槽

処
理
区
域
の
整
備
の
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、水
洗
化
普
及
率
が
九
一・
七
％
、水

洗
化
率
が
八
三
・
二
％（
二
十
二
年
三

月
末
現
在
）と
な
り
ま
す
。

 

用
語
説
明 

＊
1
計
画
戸
数
…
施
設
設
置
時
の
処
理
区
域
内

人
口
な
ど
に
基
づ
き
設
定
し

た
数
値
。
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■
一
週
間
に
一
度
は
清
掃
を

　

台
所
か
ら
の
排
水
マ
ス
に
は
、生
ご

み
を
受
け
る「
く
ず
入
れ
」が
あ
り
ま
す
。

一
週
間
に
一
回
程
度
掃
除
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
定
期
的
な
点
検
と
清
掃
を

　

流
し
口
な
ど
か
ら
悪
臭
が
す
る
場
合
、

パ
イ
プ
詰
ま
り
や
排
水
マ
ス
の
汚
れ
が

原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
の
で
、

こ
ま
め
に
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
が
維
持
管
理
す
る
場
合
、公
共
マ
ス（
町
章
の

入
っ
た
マ
ス
）か
ら
建
物
側
は
個
人
で
維
持
管
理

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ブ
ロ
ア
の
電
源
は
切
ら
な
い
で

　

浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア
の
電
源
を
切
る
と

微
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。絶

対
に
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
特
徴

　

集
合
処
理
区
域
の
施
設
整
備
に
一
定

の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、町
で
は
浄

化
槽
設
置
に
よ
る
水
洗
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

浄
化
槽
の
特
徴
は
、集
合
処
理
施
設

と
同
等
の
処
理
能
力
を
持
ち
な
が
ら
、

設
置
費
用
が
安
く
、工
事
が
短
期
間
で

下水道特集

す
む
こ
と
や
、槽
の
規
模
が
小
さ
い
た

め
に
設
置
場
所
を
選
ば
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。（「
図
３
」参
照
）

　

町
は
、浄
化
槽
設
置
者
に
対
し
、個

人
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
一
定

額
を
補
助
す
る「
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
」と
、町
が
浄
化
槽
を
設
置
し
個
人

か
ら
一
部
負
担
金
を
徴
収
す
る「
浄
化

槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、

町
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
浄
化
槽
の

設
置
に
対
し
、次
の
補
助
金
額
を
交
付

し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

五　

人　

槽 

… 

三
三
二
、〇
〇
〇
円

六
―
七
人
槽 

… 

四
一
四
、〇
〇
〇
円

八
―
十
人
槽 

… 

五
四
八
、〇
〇
〇
円

浄
化
槽
市
町
村
整
備

推
進
事
業
の
概
要

　

こ
の
事
業
で
は
、町
が
浄
化
槽
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、浄
化
槽
を
基
点
に
、

集
水
マ
ス（
個
人
宅
側
一
メ
ー
ト
ル
）ま

で
と
放
流
側
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
排
水

管
工
事
を
行
い
ま
す
。こ
の
た
め
、集
水

マ
ス
か
ら
宅
内
ま
で
と
放
流
側
十
メ
ー

ト
ル
以
上
の
排
水
管
工
事
は
個
人
対

応
と
な
り
ま
す
。（「
図
４
」参
照
）

　

町
が
浄
化
槽
を
設
置
し
た
後
は
、個

人
が
個
別
に
町
指
定
業
者
に
依
頼
し
、

速
や
か
に
宅
内
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、浄
化
槽
設
置
後
は
、町
が
浄
化

槽
の
維
持
管
理
を
行
い
、使
用
者
に
は

月
額
使
用
料（
地
区
ご
と
に
設
定
）と
ブ

ロ
ア（
送
風
機
）の
電
気
代
を
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、個
人
に
負
担
い
た
だ
く
設
置

分
担
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
が
負
担
す
る
分
担
金
額
】

五　

人　

槽 

… 

三
二
〇
、〇
〇
〇
円

六
―
七
人
槽 

… 

三
五
〇
、〇
〇
〇
円

八
―
十
人
槽 

… 

四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

マンホール マンホール マンホール

　接触
ばっ気槽

嫌気ろ床槽 嫌気ろ床槽

嫌気ろ床槽
汚水中に含まれる固形物を取り除くと共に、酸素を必要
としない微生物が汚れを分解し、汚水を浄化します。

接触ばっ気槽
送風機で空気を送り、酸素を必要とする微生物により
さらに汚水を浄化します。

汚　水

処　理　水
（きれいな水）

※ 　 ：処理される水の流れ
送風機

［図３］浄化槽の仕組み

風呂 トイレ台所

マ
ス

マ
ス

マ
ス

集
マ
ス

個人 個人町

合併処理浄化槽1m 10m

流入 放流
水路

◆町が行う工事範囲
　・流入側…集マスおよび集マスから浄化槽までの管1m分
　・浄化槽本体
　・放流側…浄化槽から放流管延長10mまでの配管
　※上記範囲内に工事施工時支障となる物件がある場合は、　
　　個人負担により撤去または移設・復旧をお願いします。

［図4］ 浄化槽市町村
 整備推進事業の
 工事概要

施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
を
目
指
し
て

下
水
処
理
施
設
や
浄
化
槽
を
維
持
管
理
す
る
う
え
で
大
切
な
の
は
、

使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
で
す
。

下
水
処
理
施
設
や
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
下
水
を
浄

化
し
て
い
ま
す
の
で
、微
生
物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
た
め
に

も
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
常
生
活
に
お
け
る
注
意
事
項

・
残
飯
類
は
で
き
る
だ
け
取
り
除
き
、

生
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・
せ
っ
け
ん
や
洗
剤
な
ど
は
適
量
の
使

用
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
髪
の
毛
や
洗
濯
く
ず
は
で
き
る
だ
け

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
排
水
マ
ス
に
は
、石
や
木
片
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
固
形
物
を
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
洗
剤
は
、強
酸
性
や
強
ア
ル
カ
リ
性

で
は
な
く
、中
性
洗
剤
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

・
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
紙
は
、水
溶
性

の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
次
の
物
は
流
さ
な
い
で

・
農
薬
や
農
薬
散
布
器
具
を
洗
浄
し

た
水

・
石
油
類（
灯
油
、オ
イ
ル
な
ど
）

・
使
い
残
し
た
食
用
油（
調
理
器
具
な

ど
に
付
着
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）

・
車
や
農
機
具
な
ど
を
洗
車
し
た
排
水

・
野
菜
な
ど
の
泥
を
落
と
し
た
水

・
衛
生
用
品（
生
理
用
品
、ゴ
ム
製
品

な
ど
）

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

汲
み
取
り
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す

　

し
尿
汲
み
取
り
業
務
は
現
在
、

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
が
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
が
、下
水
道
整
備
が

進
み
取
扱
量
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、収
集
効
率
の
合
理
化
を
図
る

た
め
、次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。

◆
変
更
点
／
七
月
一
日
か
ら
毎
週

　
　
　
　

   

火
・
金
曜
日
の
み
収
集

　

＊
祭
日
の
場
合
は
翌
日
収
集

【
問
】船
井
郡
衛
生
管
理
組
合　

☎
０
７
７
１
―
４
２
―
３
４
２
５

宅
内
工
事
は
速
や
か
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い

　

集
合
処
理
施
設
で
は
、処
理
区

域
内
の
方
が
供
用
開
始
後
三
年

以
内
に
宅
内
工
事
な
ど
を
行
う
よ

う
、法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
で
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た

方
は
、設
置
後
一
年
以
内
に
宅
内

工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宅
内
工
事
は
町
指
定
業
者
が

行
う
こ
と
に
な
り
、施
工
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上下水道の学習で施設見学をする明俊小学校の児童
（写真は平成21年6月17日、梅田処理場）

浄化槽の無償譲渡を受け付ける制度があります
　町は、浄化槽設置に対する2つの事業の均衡を図るため、個人で設
置して維持管理されている浄化槽（主として一般家庭用）の無償譲渡
を受け付ける制度を設けており、譲渡いただいた後は浄化槽市町村
整備推進事業と同様の取り扱いとなります。
　対象浄化槽には、地域要件などがありますので、詳しくはお問い合
わせください。

【
問
】水
道
課 

☎
８
３
―
９
１
０
５
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瑞
穂
地
区
で
は
、平
成
十
八
年
三
月
を
も
っ
て
質
美
保
育
所
と
梅
田
保
育
所
を
桧
山
保
育
所
に
統
廃
合
し
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
が
、老
朽
化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、新
た
に
保
育
所
を
建
設
し
ま
す
。今
回
、「（
仮
称
）京
丹
波

町
立
瑞
穂
保
育
所
新
築
検
討
委
員
会
」（
中
澤
清
会
長
、委
員
十
五
人
、以
下「
委
員
会
」）で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、平

成
二
十
三
年
四
月
の
開
所
を
目
指
し
て
新
築
工
事
が
進
む
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
築
保
育
所

建
設
ま
で
の
経
過

昭
和
五
十
一
年
に
建
設
さ
れ
た
桧
山
保
育
所
は
、す
で

に
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化
や
多
様
化

す
る
現
在
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
の
が
困
難
な
状

況
で
す
。

こ
の
た
め
、平
成
十
九
年
九
月
に
は
桧
山
保
育
所
の
移

転
新
築
に
向
け
て
、保
育
所
の
位
置
や
規
模
、施
設
概
要

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
、瑞
穂
地
区
の
町
議
会
議
員

や
区
長
、保
護
者
、婦
人
会
員
ら
で
組
織
す
る
委
員
会
を

設
立
。委
員
会
で
は
、七
回
の
会
合
を
開
き
、平
成
二
十

年
五
月
に
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
と
意
見
書
を

町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
、報
告
書
や
意
見
書
の
内
容
に
基
づ
き
、平
成
二

十
一
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、本
年
度
か
ら
本
格
的
な

新
築
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
の
考
え
方

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、次
の
考
え
方
を
基
本
に
し
て

い
ま
す
。

○
ぬ
く
も
り
と
や
さ
し
さ
の
感
じ
ら
れ
る
施
設

○
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
を
目
指
し
た
施
設

○
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

新
築
保
育
所
の
概
要

保
育
所
は
、将
来
児
童
人
口
の
推
移
な
ど
を
参
考
に
、

百
人
定
員
の
施
設
規
模
と
し
、０
歳
児
、一
歳
児
、二
歳

児
、四
歳
児
、五
歳
児
が
各
一
ク
ラ
ス
、三
歳
児
が
二
ク

ラ
ス
の
計
七
ク
ラ
ス
で
、ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、子
育
て
支
援

室
を
備
え
た
施
設
と
し
て
、次
の
内
容
で
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。工

事
着
工
を
祝
い

「
起
工
式
」を
開
催

五
月
十
八
日
、和
田
地
内
の
建
設
予
定
地
で
起
工

式
が
行
わ
れ
、寺
尾
豊
爾
町
長
ら
関
係
者
約
六
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

起
工
式
で
は
、寺
尾
町
長
が「
保
育
所
建
設
は
本

町
の
重
点
事
業
に
位
置
付
け
て
お
り
、『
こ
の
町
で
子

ど
も
を
生
み
育
て
た
い
』と
感
じ
て
も
ら
え
る
施
設

整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。開
所
後
は
、地
域
の
み
な

さ
ん
に
愛
着
の
あ
る
保
育
所
と
な
る
よ
う
、職
員
一

丸
と
な
っ
て
質
の
高
い
保
育
行
政
の
推
進
に
努
め
ま

す
」と
式
辞
を
述
べ
た
後
、上
田
秀
男
府
議
会
議
員

ら
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
終
わ
り
に
は
、中
澤
委
員
長
が
委
員
会
で
の
協

議
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
後
、乾
杯
の
発
声
を
行
い
、

出
席
者
ら
と
共
に
新
築
工
事
着
手
を
祝
い
ま
し
た
。起工式で式辞を述べる寺尾町長

新築保育所の屋内配置図

新築保育所の外観イメージ図

瑞
穂
地
区
の
保
育
拠
点
施
設

瑞
穂
地
区
保
育
所
の

新
築
工
事
が
始
ま
る

な
か 

ざ
わ 

き
よ
し

う
え   

だ  

ひ
で  

お

て
ら   

お  

と
よ   

じ

■整備計画
・整備場所　和田地内

・敷地面積　5,398.28㎡

・建築工法　鉄骨造平屋建

・建築面積　1,199.14㎡

・工　　期　23年1月末まで

・整備内容　保育室（7室）、職員室、

 調理室、遊戯室、

 ランチルーム、運動場

 （1,417㎡）
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多
く
の
人
が
集
い
祝
っ
た

「
総
合
竣
工
式
」

事
業
完
成
を
記
念
し
た「
総
合
竣
工
式
」（
竹
野
地
区

圃
場
整
備
推
進
協
議
会
主
催
）が
五
月
二
十
一
日
、高
岡

地
内
の
特
設
会
場（
府
道
篠
山
京
丹
波
線
交
差
点
付
近
）

で
行
わ
れ
、地
元
住
民
や
府
、町
な
ど
の
関
係
者
ら
約
百

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

竣
工
式
で
は
、出
席
し
た
来
賓
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
、関
係
者
ら
が
記
念
碑
の
除
幕
を
実
施
。除
幕
に
よ
り

記
念
碑
が
姿
を
現
す
と
、「
竹
野
の
里
に
多
く
の
恵
み
が

あ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
て『
多
恵
の
里
』と
命
名

し
、山
田
啓
二
知
事
が
記
念
碑
に
記
さ
れ
ま
し
た
」と
、

司
会
者
が
名
前
の
由
来
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
、同
協
議
会
の
小
峰
一
郎
会
長
が「
平
成
九
年

八
月
の
設
立
総
会
以
来
十
三
年
経
ち
ま
す
が
、多
く
の

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、そ
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

本
日
の
竣
工
式
が
開
催
で
き
ま
し
た
。時
代
に
即
応
し
た

農
業
生
産
基
盤
と
、快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
は
、竹
野
地
区
の
飛
躍
的
な
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。関
係
者
の
み
な
さ
ん
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
式
辞
を
述
べ
た
後
、寺
尾
豊

爾
町
長
ら
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
、式
の
締
め
く

く
り
に
は
西
山
和
樹
議
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ

れ
、出
席
者
ら
は
ほ
場
整
備
を
は
じ
め
道
路
や
河
川
の

工
事
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

事
業
の
概
要

竹
野
地
区
は
、笹
尾
、中
畑
、辻
村
、中
村
、鎌
倉
、下

村
、西
階
、水
戸
、新
水
戸
の
九
区
で
構
成
。同
地
区
内
で

は
、農
業
を
営
む
上
で
の
要
と
な
る「
ほ
場
」が
狭
小
で
排

水
が
悪
か
っ
た
こ
と
や
、区
内
に
あ
る
須
知
川
が
蛇
行
し

井
堰
が
複
数
あ
る
こ
と
で
災
害
へ
の
備
え
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、平
成
九
年
に「
竹
野
地
区
圃
場

整
備
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
、生
活
環
境
の
向
上
を
含

め
た
総
合
的
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
整
備
事
業
で
は
、ほ
場
の
区
画
整
理
を
南
丹

区
域
農
用
地
総
合
整
備
事
業（
独
立
行
政
法
人
森
林
総

合
研
究
所
）、須
知
川
の
改
修
を
須
知
川
農
業
基
盤
整

備
事
業（
京
都
府
）、十
三
箇
所
の
井
堰
を
三
箇
所（
沢
、

宮
ノ
本
、高
岡
）に
統
合
す
る
工
事
を
基
盤
整
備
促
進
事

業（
町
）で
実
施
。併
せ
て
、生
活
環
境
の
向
上
を
目
指
し

た
一
般
府
道
篠
山
京
丹
波
線「
中
畑
バ
イ
パ
ス
」の
新
設

工
事
を
篠
山
京
丹
波
線
農
業
基
盤
整
備
事
業（
京
都

府
）に
よ
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

全
体
事
業
の
施
工
年
度
は
平
成
十
一―

二
十
年
度
。

事
業
費
は
、区
画
整
理
が
六
億
六
千
万
円
、河
川
改
修

（
橋
梁
と
高
岡
井
堰
含
む
）が
九
億
四
千
万
円
、道
路
改

修
が
二
億
五
千
万
円
、井
堰
工
事（
沢
、宮
ノ
本
）が
一
億

七
千
万
円
で
、総
額
二
十
億
二
千
万
円
。事
業
内
容
は
、

区
画
整
理
し
た
農
用
地
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル（
完
成

後
）、ほ
場
整
備
地
内
の
農
業
用
道
路
整
備
五
三
一
メ
ー

ト
ル
、須
知
川
の
蛇
行
を
直
線
的
に
改
良
す
る
河
川
改

良
工
事
延
長
二
・
四
キ
ロ
、橋
梁
改
修
三
橋（
笹
尾
、広

場
、高
岡
）、井
堰
の
統
合
整
備
三
箇
所
で
、総
合
的
な
事

業
展
開
に
よ
り
生
活
環
境
お
よ
び
農
業
生
産
基
盤
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

竹
野
地
区
で
は
、農
業
生
産
基
盤
の
充
実
と
快
適

で
安
全
な
生
活
環
境
を
目
指
し
て
、区
画
整
理
を
は

じ
め
、河
川
改
修
や
道
路
改
良
工
事
な
ど
を
総
合
的

に
実
施
。今
回
、す
べ
て
の
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
を

記
念
し
、「
総
合
竣
工
式
」が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
生
産
基
盤
の
充
実
に
向
け
て

竹
野
地
区
の
ほ
場
整
備
が
完
成

ほ

や
ま  

だ   

け
い  

じ

こ  

み
ね 

い
ち
ろ
う

て
ら  

お   

と
よ

じ

に
し 

や
ま 

か
ず  

き

い
せ
き

た   

け
い

記念碑の除幕を行う関係者（府道篠山京丹波線交差点付近・高岡地内）改修された須知川と高岡井堰（下村地内）

事業の経過報告を聞く出席者竣工式で式辞を述べる小峰会長区画整理されたほ場（辻村地内） 改修された笹尾橋（笹尾地内）新設された一般府道篠山京丹波線・中畑バイパス
（中畑地内）
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ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
広
が
る
交
流
の
輪

■
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
五
回
京
丹
波
町
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
四
月
二
十
九
日
、グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
三
百

五
十
六
人（
三
十
八
チ
ー
ム
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、町
内
外
の
ホ
ッ
ケ
ー
仲

間
が
一
堂
に
会
し
、競
技
力
の
向
上
を

は
じ
め
、交
流
や
親
ぼ
く
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、小
学
・
中
学
・
一
般
の
男
女

別
、計
六
部
門
で
実
施
。試
合
で
は
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
姿
や
選
手
の
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い

地
域
に
開
か
れ
た
身
近
な

施
設
を
目
指
し
て

■
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験

　

四
月
二
十
八
日
、桧
山
保
育
所
の
五

歳
児
三
十
四
人
が
丹
波
自
然
運
動
公

園
を
訪
れ
、タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

同
公
園
は
、園
内
の
自
然
に
親
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
で
地
域
に
開
か
れ
た
身

近
な
施
設
と
な
る
よ
う
、町
内
の
保
育

所
や
幼
稚
園
の
園
児
を
招
い
て
、毎
年

こ
の
時
期
に
体
験
活
動
を
実
施
。園
児

た
ち
は
、園
内
に
あ
る
竹
林
の
中
を
探

索
し
、地
面
か
ら
頭
を
出
し
た
タ
ケ
ノ

コ
を
見
つ
け
る
と
、同
公
園
職
員
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、ス
コ
ッ
プ
な
ど

を
使
っ
て
次
々
と
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
り
起

こ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
公
園
で
は
、町
内
の
保
育
所
す
べ

て
で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

天
候
不
良
の
た
め
、桧
山
保
育
所
の
み

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

な
ど
が
見
ら
れ
、会
場
を
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、他
府
県
か
ら
参
加
す

る
チ
ー
ム
に
配
慮
し
て
開
会
式
の
時
間

を
遅
ら
せ
て
実
施
。大
会
会
長
の
朝
子

照
夫
教
育
長
は
、「
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

を
生
か
し
た
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、競
技
を
通

じ
て
選
手
同
士
の
交
流
を
深
め
て
く
だ

さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、出
場
選
手
ら
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

「
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ

れ
、出
場
選
手
は
試
合
の
空
き
時
間
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド「
ア
ユ
」を
知
る
機
会

■
稚
ア
ユ
放
流
体
験

　

五
月
六
日
、和
知
川
漁
業
協
同
組
合

が
、和
知
小
学
校
の
五
年
生
三
十
九
人

を
本
庄
地
内
の
フ
ク
イ
河
原（
由
良
川
）

に
招
い
て
、稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、地
元
の
児
童
が

地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ア
ユ
の
生
態
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
こ
の

時
期
に
実
施
。参
加
し
た
児
童
は
、同

組
合
長
の
野
間
之
暢
さ
ん
か
ら「
ア
ユ

は
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て
体
色
変
化
す

る
た
め
、上
流
の
ア
ユ
は
黒
く
、下
流
に

な
る
に
つ
れ
て
白
く
な
る
特
徴
が
あ
る

の
で
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と

ア
ユ
の
生
態
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
後
、バ
ケ
ツ
に
移
さ
れ
た
稚
ア
ユ
を
や

さ
し
く
由
良
川
に
放
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、四
月
二
十
八
日
に
は
、同
組

合
の
管
轄
領
域
に
あ
る
下
山
小
学
校
の

五
年
生
十
一
人
を
下
山
地
内
の
高
屋
川

に
招
い
て
、今
回
初
め
て
放
流
体
験
を

実
施
。ほ
か
に
も
、六
月
二
十
日
の
ア
ユ

友
釣
り
解
禁
に
備
え
、四
月
二
十
四
日
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と
二
十
八
日
、五
月
六
日
の
三
日
間

（
放
流
体
験
含
む
）で
約
千
四
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
稚
ア
ユ
を
由
良
川
流
域
に
放
流

し
ま
し
た
。

巧みなスティックさばきで攻め込む選手（グリーンランドみずほ・大朴）

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第34回

理学療法士  大田 有次さん（和知診療所）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
の
理
学
療
法
士 

大
田
有
次
さ
ん
。多
く
の
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
腰
痛
の
予
防
方
法
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

痛
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
経
験
す
る
一
般
的
な
疾
患
で
す
。

し
か
し
、風
邪
を
予
防
す
る
た
め
に
う
が
い
を
し
た
り
栄

養
や
睡
眠
に
気
を
配
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、腰
痛
に
な
ら
な
い
た

め
に
気
を
付
け
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

腰
痛
は
、「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」と
言
わ
れ
て
お
り
、次
の

こ
と
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
、発
生
の
予
防
や
発
症
者
の
痛
み
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
一
般
的
な
腰
痛
予
防

・
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
、物
を
自
分
の
身
体
に
近
づ
け
て
、背

す
じ
を
伸
ば
し
た
ま
ま
ひ
ざ
を
曲
げ
、足
の
力
で
持
ち
上
げ
る
。

・
前
か
が
み
の
姿
勢
を
と
る
と
き
は
、ひ
ざ
や
台
な
ど
適
当
な
場

所
に
手
を
つ
き
、腰
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

■
農
作
業
の
と
き
の
腰
痛
予
防

・
刈
払
い
機
で
草
刈
り
を
す
る
と
き
は
、で
き
る
だ
け
前
か
が
み

の
姿
勢
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

・
前
か
が
み
の
姿
勢
で
作
業
を
行
う
と
き
は
、時
々
腰
を
伸
ば
し

て
腰
の
筋
肉
を
休
め
る
。

■
事
務
仕
事
な
ど
で
の
腰
痛
予
防

・
長
時
間
座
り
続
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
休
憩
時
に
は
立
ち
上
が
っ
て
腰
の
曲
げ
伸
ば
し
を
行
い
、歩
き

回
る
。

■
介
護
の
と
き
の
腰
痛
予
防

・
ベ
ッ
ド
上
で
介
護
作
業
を
行
う
と
き
は
、ベ
ッ
ド
の
高
さ
を
調

『
腰
を
守
ろ
う
』

節
し
、前
か
が
み
の
姿
勢
を
避
け
る
。

・
移
乗
介
助
の
と
き
は
、複
数
介
助
や
介
助
機
器
の
利
用
に
よ

り
、腰
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

■
高
齢
者
の
方
は
ご
注
意
を

　
　

が
ん
ば
っ
て
背
筋
を
伸
ば
し
て
い
る
と
、腰
の
筋
肉
が
疲
労

し
痛
み
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
に
は
、痛
み
を
起
こ
さ

な
い
楽
な
姿
勢
で
歩
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
　

ま
た
、長
距
離
の
歩
行
で
は
、歩
行
器
や
押
し
車
を
使
用
す

る
こ
と
で
腰
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
腰
痛
予
防
に
興
味
の
あ
る
方
は
、「
職
場
に
お
け
る
腰
痛
予
防

対
策
指
針
」を
ウ
ェ
ブ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

腰

おお   た     ゆう  じ力を合わせてタケノコを掘り起こす園児
（丹波自然運動公園・曽根）

稚アユを放流する児童たち（由良川・本庄地内）

利
用
し
て
挑
戦
し
、交
流
を
深
め
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



好
な
黒
豆
栽
培
を

目
指
し
て

■
排
水
対
策
実
演
会

 　
「
儲
か
る
黒
大
豆
の
極
意
！
最
新 

排

水
対
策
実
演
会
」（
町
農
業
技
術
者
会

主
催
）が
四
月
二
十
七
日
、市
場
区
内

の
ほ
場
で
行
わ
れ
、黒
大
豆
生
産
者
ら

約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
演
会
は
、黒
豆
の
栽
培
過
程
で
発

芽
時
に
湿
害
に
あ
う
と
生
育
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、は
種
前
の
排
水

対
策
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、最
新
の

排
水
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
。参
加
者
は
、府
南
丹
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
排
水

対
策
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、ト

ラ
ク
タ
ー
に
弾
丸
の
形
を
し
た
機
器
を

取
り
付
け
て
引
っ
張
り
、畝
間
に
暗
き
ょ

を
作
る
作
業
な
ど
を
見
学
し
、良
好
な

発
芽
環
境
を
整
え
る
た
め
の
方
法
を
学

び
ま
し
た
。
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緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
旬
の
山
菜
料
理
を
満
喫

■
質
志
鐘
乳
洞
公
園
春
祭
り

　　

五
月
二
日
・
四
日
の
両
日
、質
志
鐘

乳
洞
公
園
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
、町
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来
園
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

春
祭
り
は
、同
公
園
協
力
会
と
地
元

住
民
グ
ル
ー
プ「
あ
け
ぼ
の
会
」が
主
催

し
、開
園
当
初
か
ら
続
く
恒
例
行
事
。

今
年
か
ら
は
、梅
の
加
工
グ
ル
ー
プ「
野

蕗
の
会
」も
参
画
し
、祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

春
祭
り
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、

鍾
乳
洞
内
の
見
学
を
は
じ
め
、釣
り
堀

や
大
型
遊
具
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、野
蕗
の
会（
二
日
）と
あ
け
ぼ
の

会（
四
日
）が
出
店
す
る
屋
台
で
、地
元

食
材
を
使
っ
た
山
菜
料
理
、梅
ジ
ュ
ー

ス
、タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
な
ど
を
味
わ
い
旬
の

味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
公
園
で
は
、今
年
も
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
、季
節
の
風

物
詩
で
あ
る
こ
い
の
ぼ
り
約
三
十
体
を

入
口
付
近
に
設
置
し
、多
く
の
来
園
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

植
え
で
の
田
植
え
作
業
を
体
験

■
竹
野
小
学
校
が
田
植
え
体
験

　　

五
月
十
三
日
、竹
野
小
学
校
の
二
年

生
六
人
が
山
田
元
さ
ん（
高
岡
）の
田
ん

ぼ
を
訪
れ
、田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

 

同
校
で
は
、生
活
課
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
米
作

り
の
一
連
の
過
程
を
体
験
し
、自
然
や

人
々
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、地
元
農
家
の
山
田
さ
ん

の
協
力
を
得
て
毎
年
実
施
。児
童
た
ち

は
、山
田
さ
ん
か
ら
肥
料
の
ま
き
方
や

苗
の
植
え
方
、米
づ
く
り
の
工
程
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、素
足
で
田
ん
ぼ

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
図
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

■
障
害
者
ふ
れ
あ
い
広
場

　　

第
四
十
四
回
障
害
者
ふ
れ
あ
い
広

場「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」（
京
都
府
主
催
）が
五
月

十
六
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、出
場
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
約

四
千
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、参
加
し
た
多
く
の

府
民
が
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
図
る
こ

と
で
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
障

害
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
、ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
、ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

の
三
部
門
で
実
施
。ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー

で
は
、パ
ン
食
い
競
争
や
ぐ
い
飲
み
競
争

な
ど
六
種
目
の
個
人
競
技
と
、玉
入
れ

な
ど
三
種
目
の
団
体
競
技
が
行
わ
れ
、

個
人
技
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

選
手
た
ち
の
姿
に
、会
場
全
体
が
笑
顔

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、府
内
の
福

祉
施
設
や
共
同
作
業
所
が
出
店
し
、自

主
生
産
し
た
製
品
な
ど
の
即
売
会
を
実

施
。ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、南

丹
・
園
部
・
須
知
・
京
都
聖
カ
タ
リ
ナ
の

四
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
合
同
バ
ン
ド
を

に
入
り
、手
作
業
で
て
い
ね
い
に
苗
を
植

え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

植
え
付
け
作
業
が
終
わ
る
と
、児
童

代
表
の
山
田
淳
至
さ
ん
が「
今
日
は
田

植
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」と
、お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
山
田
元
さ
ん
は
、

「
児
童
に
は
、手
植
え
で
の
田
植
え
や
鎌

を
使
っ
た
稲
刈
り
な
ど
を
体
験
す
る
中

で
、農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。体
験
活
動
は
今
年
で
十
年
目
と
な

15　KYOTAMBA　NO.56

こ
け

良

手

も
う

う
ね  

ま

わたしたちの町
人　 口

１6,787（－25）
男

7，935（－11）
女

8，852（－14）
世帯数

６，４82（－2）
6月1日現在／（　）は前月比

14

結
成
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
や
演
歌
メ
ド

レ
ー
な
ど
の
演
奏
で
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

パン食い競争に参加する選手（丹波自然運動公園・曽根）

る
が
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

季
折
々
の
山
野
草
で
季
節
を
感
じ
て

■
春
・
山
野
草
の
森
祭
り

　
「
春
・
山
野
草
の
森
祭
り
」が
五
月
二

日
・
三
日
の
二
日
間
、わ
ち
山
野
草
の
森

で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
来
園
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、サ
ク
ラ
ソ
ウ
や
マ
イ
ヅ
ル

草
な
ど
を
展
示
し
た「
春
の
山
野
草

展
」（
四
月
二
十
九
日
―
五
月
五
日
開

催
）を
は
じ
め
、山
野
草
の
寄
せ
植
え
や

苔
玉
づ
く
り
の
体
験
教
室
、旬
の
山
菜

料
理
、つ
き
た
て
の
ヨ
モ
ギ
も
ち
、タ
ケ

ノ
コ
ご
飯
な
ど
が
味
わ
え
る「
美
味
し

い
も
の
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
の
催
し
を
実

施
。来
園
者
は
、色
と
り
ど
り
の
山
野
草

を
観
察
す
る
と
と
も
に
、地
元
食
材
を

使
っ
た
旬
の
味
覚
を
味
わ
い
、楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
、季
節
ご
と
に
彩
り
を
変

え
る
山
野
草
の
美
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
に
、「
山
野
草
の
森
祭
り
」を

年
に
五
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

四

弾丸による暗きょ排水の実演作業を見学する参加者
（市場区内のほ場）

山田元さんに教わりながら田植えを体験する児童たち
（高岡地内の田んぼ）

や
ま  

だ 

は
じ
め

の

ぶ
き

や
ま  

だ   

あ
つ   

し

鍾乳洞内を見学する来園者（質志鐘乳洞公園・質志）

山野草を使って苔玉を作る来園者（わち山野草の森・坂原）

春の山野草展を楽しむ来園者

あけぼの会の屋台で楽しむ来園者
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京丹波のまちのニュースをお届けします

来
園
者
と
共
に
開
園
四
十
周
年
を
祝
う

■
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

　

五
月
五
日
、恒
例
の「
ち
び
っ
こ
ま
つ

り
」が
丹
波
自
然
運
動
公
園
で
行
わ

れ
、町
内
外
か
ら
約
二
万
二
千
人
が
来

園
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、同
公
園
の
開
園
四

十
周
年
を
多
く
の
人
で
祝
う
と
と
も

に
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一
日
を
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

み
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
。メ
ー
ン
会
場
の
こ

ど
も
広
場
で
は
、京
都
出
身
の
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ「
Ｋ
Ｋ
11（
京
都
小
町
11

区
）」の
お
披
露
目
ラ
イ
ブ
と
サ
イ
ン
会

を
は
じ
め
、金
魚
の
つ
か
み
ど
り
や
警

察
・
消
防
コ
ー
ナ
ー
、朝
市
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、来
園
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

由
良
川
を
彩
る
色
鮮
や
か
な
こ
い
の
ぼ
り

■「
大
空
の
会
」が

　

百
体
の
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置

　

五
月
一
日
、「
大
空
の
会
」

（
竹
内
透
会
長
）が
和
知
バ
ス

車
庫
付
近
か
ら
対
岸
ま
で
の

九
十
二
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、

約
百
体
の
こ
い
の
ぼ
り
を
大
空

に
泳
が
せ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、由
良
川
の
景
観
を

生
か
し
て
和
知
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、平
成
二
十
一
年
度
の

和
知
地
区
区
長
会
や
地
区
住
民
か
ら

有
志
を
募
り
、平
成
二
十
二
年
一
月
に

発
足
。今
年
が
鉄
道
開
通
百
周
年
記
念

と
な
る
こ
と
か
ら
、地
元
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、由
良
川
上
空
に

こ
い
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
こ
と
を
企
画

し
、使
わ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄

贈
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

呼
び
か
け
に
よ
り
、町
内
を
は
じ
め
、

亀
岡
市
や
京
丹
後
市
な
ど
か
ら
百
体

を
超
え
る
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
贈
が
あ
り
、

同
会
員
ら
は
一
体
一
体
て
い
ね
い
に
取

り
付
け
作
業
を
行
い
、由
良
川
上
空
を

色
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　田植えが終わり、周囲を見渡すと緑を基調と
した色鮮やかな農村風景が広がる中、編集子は
週末になると草刈りに励み、心地よい汗を流して
います。しかし、毎年同じことを繰り返す中で、数
年前なら半日で済んでいた場所が今年は1日近
くかかってやっと刈り終わるような現状に、普段
は若いと自負している編集子も「年とって体力落
ちてるんやろか」と不安を感じることも。今年は
体力づくりも兼ねて草刈りに励もうと思います。
（Ｋ）

編
集
後
記

き
り 

の  

と
も  

や

た
け
う
ち
と
お
る

ジャブジャブ池で遊ぶ子どもたち

記念作文を発表する桐野さん（丹波自然運動公園・曽根）

由良川上空を優雅に泳ぐこいのぼり

大きさや色合いなどを見ながら取り付け
作業を行う会員（和知バス車庫付近・本庄）

　

四
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

「
感
謝
の
つ
ど
い
」で
は
、蒲
生
野
中
学

校
の
生
徒
会
長
・
桐
野
智
哉
さ
ん
が「
こ

の
公
園
は
、小
さ
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
利
用
し
、思

い
出
が
つ
ま
っ
た
大
切
な
場
所
で
す
。今

以
上
に
利
用
者
が
増
え
、さ
ら
に
素
晴

ら
し
い
公
園
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」と
記
念
作
文
を
発
表
。そ
の
後
、く

す
玉
割
り
や
記
念
植
樹
に
続
き
、会
場

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
風
船
飛
ば

し
が
行
わ
れ
、参
加
者
ら
は
色
と
り
ど

り
の
風
船
を
一
斉
に
空
に
放
ち
、式
典
の

締
め
く
く
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
気

温
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、園
内
の

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
で
は
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
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